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安全衛生特集号 

「
安
全
と
健
康
は
何
よ
り
も
優
先
す
る
」
電
力
総
連

は
こ
の
基
本
認
識
に
立
ち
、
構
成
総
連
お
よ
び
加
盟
組

合
と
連
携
し
、
安
全
衛
生
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
私
た
ち
の
職
場
で
は
労
働
災
害
が
増
加
傾

向
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
死
亡
災
害
も
多
く
発
生
す
る
と

い
う
大
変
憂
慮
す
べ
き
状
況
に
あ
り
ま
す
。

労
働
災
害
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
組
合
員
一
人
ひ
と

り
が
安
全
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
の
認
識

に
立
っ
て
、
今
後
と
も
ゼ
ロ
災
害
を
目
指
し
て
取
り
組
み

を
続
け
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

こ
の
度
、
安
全
衛
生
に
対
す
る
意
識
喚
起
と
し
て

「
＝
安
全
衛
生
特
集
号
＝
」
を
作
成
、
皆
さ
ん
に
、
電
力

総
連
大
の
労
働
災
害
の
発
生
状
況
や
、
災
害
防
止
に
向

け
た
情
報
を
掲
載
し
ま
し
た
。

是
非
、
参
考
と
し
て
い
た
だ
き
、
労
働
災
害
の
な
い

明
る
い
職
場
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

害
、
崩
壊
・
倒
壊
災
害
、
墜
落
・

転
落
災
害
は
死
亡
災
害
に
遭
遇
す

る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
こ
う
し
た
作
業
を
実
施
す

る
場
合
に
は
、
保
護
具
・
防
具
の

確
実
な
着
用
や
作
業
手
順
の
遵
守

な
ど
決
め
ら
れ
た
こ
と
を
守
る
と

い
う
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

電
力
関
連
職
場
で
発
生
し
た
労

働
災
害
を
他
人
事
と
思
わ
ず
自
ら

の
問
題
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た

上
で
、
一
人
ひ
と
り
が
安
全
に
つ

い
て
真
剣
に
取
り
組
む
こ
と
が
大

切
で
す
。
ま
た
、
電
力
関
連
職
場

で
は
多
く
の
職
種
が
あ
る
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
業
種
ご
と
の
特
性
を
考
慮

し
な
が
ら
、
労
働
災
害
発
生
の
傾
向

を
分
析
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

【
過
去
５
年
間
の
発
生
状
況
】

電
力
総
連
の
災
害
発
生
状
況
は
、

こ
の
５
年
間
で
大
幅
に
増
加
し
て

お
り
、
残
念
な
が
ら
死
亡
災
害
も

毎
年
発
生
し
て
い
る
状
況
に
あ
り

ま
す
（
表
１
）。

災
害
種
別
の
内
訳
は
、
交
通
災

害
、
転
倒
災
害
、
墜
落
・
転
落
災

害
で
70
％
以
上
を
占
め
て
い
ま
す

（
図
１
）。
ま
た
、
死
亡
災
害
の
内

訳
は
墜
落
・
転
落
災
害
、
交
通
災

害
、
感
電
災
害
で
同
じ
く
70
％
以

上
と
な
っ
て
い
ま
す
が
（
図
２
）、

死
亡
災
害
に
至
る
確
率
が
高
い
災

害
は
感
電
災
害
、
崩
壊
・
倒
壊
災

害
、
墜
落
・
転
落
災
害
と
な
っ
て
い

ま
す
（
図
３
）。

こ
の
分
析
結
果
よ
り
、
感
電
災
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●表1　過去5年間の労働災害発生状況の推移 ●図1　過去5年間の労働災害発生状況内訳（災害種別） 

※平成17年度までは組合員を対象に集計。平成18年度より協力会社の労働者 
　が被災した件数を含んでいる。 
※平成18年度の（ ）は、組合員のみの内数。 

感電 40件 
墜落・転落 149件 

崩壊・倒壊 
12件 

転倒 
501件 

飛来・落下 
39件 

はさまれ・ 
まきこまれ 76件 

爆発・破裂 4件 

運搬 9件 

交通 624件 

咬傷 80件 

その他 249件 

合計 
1,783件 

●図2　過去5年間の死亡災害発生状況内訳（災害種別） 

感電 7件 

墜落・転落  
12件 

崩壊・倒壊 2件 
転倒 1件 飛来・落下 2件 

はさまれ・ 
まきこまれ 
3件 

交通  
11件 

その他 3件 

合計 
41件 

感電 17.5％ 

墜落・転落 8.1％ 崩壊・倒壊 
16.7％ 

転倒 0.2％ 

飛来・落下  
5.1％ 

はさまれ・ 
まきこまれ 3.9％ 

交通 1.8％ 
その他 
1.2％ 

●図3　過去5年間の死亡災害発生割合（災害種別比較） 

死亡件数 

災害発生件数 

参考：平成19年安全衛生活動の概要 

近年の労働災害発生件数は高止まりの状況にあると認識 

安全最優先の意識を持つことの重要性を痛感！！ 

労働組合が組合員の安全を守るために行動することが必要 

【施策の概要】  

◎安全衛生意識の高揚を図るための施策の展開 
　「一声かけ　安全・あいさつ運動」など  
◎労使間で取り組む 
　安全衛生委員会の充実（加盟組合）、事業者団体へ

　の要請活動（電力総連など）  
◎重大災害の共有化 
　共有化を図り、類似の災害を防ぐ。  
◎メンタルヘルス対策 
　電力総連メンタルヘルス対策の展開 

どのような視点で施策を展開するのか？ 

安全対策 
『安全最優先の意識の醸成』 

『同じ職場で働く仲間とのコミュニケーションの充実』 　 
衛生対策 
『電力総連メンタルヘルス対策の展開』 

 



◎暑さを避けるようにしてください。
⇒日陰を選んで歩く。帽子をかぶる。日傘をさす。
◎服装を工夫してください。
⇒吸水性の優れた下着の着用。黒色系の素材の服装は避ける。
襟元をゆるめる。

◎こまめに水分補給しましょう。
⇒のどが渇く前に水分補給を行う。ビールなどのアルコール飲
料での水分補給は厳禁。

◎熱中症は久しぶりに暑い環境で活動した時に発生することが多
いので注意しましょう。
⇒暑くなり始め。急に暑くなる日。熱帯夜の翌日　など。
⇒朝食を食べたか。寝不足はないか。脱水症状ではないか。風
邪や体調不良はないか。

◎職場内でお互いに配慮や注意をしましょう。
⇒暑さが避けられない場所での作業はなるべく短時間で済ませ
るようにする。水分補給（たくさんの汗をかいた場合は塩分
の補給も）。休憩時間は体調に注意してこまめにとる。熱中症
を発症した際、発症時の状況を伝えることができる人が医療
機関に同行する　など。

つばさ第129号　2007年6月4日発行

熱中症の場合は、死に直面した緊急事態であることを認識しまし
ょう。重症の時は救急車を呼ぶことはもとより、現場ですぐに体
を冷やすことが必要です。
⇒涼しい環境への避難。脱衣と冷却。水分と塩分の補給。医療
機関へ運ぶ。

厚生労働省の統計によると平成11年からは毎年20名前後の熱中症
による死亡災害が発生しており、平成18年は17件発生しています。
月別・時間帯別で死亡災害の発生状況を見ると、月別では7月か
ら8月に集中しています。時間帯別では午後2時台から4時台に集
中しています。

熱中症予防のための指標であるＷＢＧＴを目安とすることが、熱
中症予防に有効といわれています。ＷＢＧＴとは、労働環境にお
いて作業者が受ける暑熱環境による熱ストレスの評価を行う簡便
な指標のことです。気温に加え、湿度、風速、輻射（放射）熱を
考慮し、総合的に評価して、作業内容に応じて設定されたＷＢＧ
Ｔ基準値を超えているかを判断するとしています。ＷＢＧＴによ
り労働環境をチェックして熱中症を予防しましょう。
厚生労働省もＷＢＧＴを活用した熱中症の予防対策を徹底するよ
う薦めています。詳しくは厚生労働省のHPを参考としてください。
http://www.mhlw.go.jp/bunya/roudoukijun/anzeneisei05/index.html

会
」
等
の
資
料
を
も
と
に
、
私
た

ち
の
職
場
で
災
害
の
大
半
を
占
め

る
「
交
通
」
・
「
転
倒
」
災
害
を

中
心
に
「
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ

イ
ス
」
を
掲
載
し
ま
し
た
の
で
、

是
非
、
参
考
と
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
職
場
に
お
い
て
危
険
要
因

が
あ
る
場
合
は
、
組
合
役
員
に
相

談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
の
職
場
や
働
く
仲
間
か

ら
「
労
働
災
害
」
を
発
生
さ
せ
な

い
た
め
、「
安
全
行
動
」「
安
全
作

業
」
を
実
践
す
る
こ
と
は
大
切
で

す
。
ま
た
、
自
分
自
身
の
安
全
は

「
ま
ず
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
意

識
も
肝
要
で
す
。
こ
の
機
会
に
、

職
場
の
仲
間
と
安
全
衛
生
に
つ
い

て
の
情
報
交
換
や
意
見
交
換
を
行

い
「
労
働
災
害
を
出
さ
な
い
！
出

さ
せ
な
い
！
」
た
め
の
取
り
組
み

を
、
今
一
度
、
確
認
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
ま
す
。
こ
の
機
関

紙
で
は
「
中
央
労
働
災
害
防
止
協

熱中症はその対処法を間違うと死に至る場合もあるので正

しい知識と対処法を覚えておくことが重要です。

それでは熱中症についてもう一度勉強してみましょう。

 
安全最優先のための心掛け 
 
 
 
 
職場内の安全見直しの 
ポイント 
 
 
 
 
 
 
車両運転時のポイント 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
転倒災害を防ごう 

● 絶対に不安全な行動・自己中心的な行動をしない。  

● 危険を危険と感ずる感受性を高める。 

● 思いやりのある心を持ち、安全の確保については妥協しない。 

 

● 安全用具・設備（足場、手すり、照明、検電器など）が整備されているか？ 

● 危険要因が適切に改善されているか（作業手順の安易な省略がないかなど）？ 

● 適正な作業時間・要員に対応した適正な業務量が確保されているか？ 

　※危険要因がある場合は、職場の組合役員に相談してみましょう。 

 

● 交差点走行の際の注意点として、車体の小さい二輪車は対向車から遠くに見える傾向に

あります。右折の際はもちろんのこと、直進の際も二輪車の特性を理解しておくことが

必要です。 

● 原付車の事故は、原付車側が一時停止を怠ったことが原因による事故が多発しています。

原付車も安易な気持ちで運転することなく、交通ルールを守ることは重要です。 

● 二輪車は天候等の影響を受けやすいので、降雨時などでは、急発進・急ブレーキ・急ハ

ンドルなどの急激な運転操作はしない、晴天時より減速して走る、車間距離を十分に保

つなどの運転に心掛けるとともに、やむを得ない場合以外は運転を控えましょう。 

 

《転倒災害を防ぐためのポイント》 
● 通路・作業床は、床面の凹凸・勾配を極力少なくする。 

● 作業者の履物はゴム底靴、安全靴など靴底の摩擦係数が大きいものにする。 

● 小さな段差に充分に注意する（段差は小さければ気がつかないことが多く、3センチの

段差でも足を引っ掛けることがある）。 

 

《転倒災害を防ぐための禁止事項》 
● ポケットハンドでの歩行 

● 両手で荷物を抱えて持ち、足元が見えない状態で歩行 

● 不適切な履物を使用（スリッパ・ハイヒール等） 

● 主要通路の通行障害になる場所に物を置く 


